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小笠原領有に貢献した
明治初期の

最優秀汽船
文 ・山田廼生 (日本海事史学会副会∋

函館港のお召船 「明治丸J(東 京商船大学 「明治丸史iよ り)

声 韓 盟 域
新造時の 「明治丸Jを 描いた給葉言 (山高五郎画)
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1964(昭 和39)年 陸上固定.1970(昭 和53)年 国の重要文化財に指定

56



名 船 発 掘 ・日本

「明
治
丸
」
は
汽
船
か
、
帆
船
か
？

明
治
の
初
め
、
二
部
省
の
灯
台
視
察
船

「明
治
丸
」

が
、
英
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
ネ
ピ
ア
造
船
所
で
誕
生
し
た

と
き
、
推
進
装
置
と
し
て
、
レ
シ
プ

ロ
汽
機
２
基

（
２
軸
）
を
搭
載
し
、
そ
の
補
助
と
し
て
、
２
桔
、

ト

ツ
プ
ス
ル

・
ス
ク
ー
ナ
ー
型
の
帆
装
を
備
え
て
い

た
ｏ
‐９
世
紀
後
半
の
航
洋
船
の
多
く
は
、
推
進
汽
機

の
ほ
か
に
、
補
助
帆
を
持

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
船
は
、
「汽
船
」
と

い
う
べ
き
か
。
そ

れ
と
も

「帆
船
」
と
い
う
べ
き
か
。

表
記
を
確
定
す
る
決
め
手
は
い
く

つ
か
あ
る
。

た
と
え
ば
、
工
部
卿
伊
藤
博
文
が
灯
台
寮
お
屋
い

の
英
国
人
Ａ

・
Ｒ

・
プ
ラ
ウ
ン
に
送

っ
た
１
８
７
４

（明
治
７
）
年
８
月
１０
日
付
の
指
令
書
が
あ
る
。
そ

の
大
要
は
、
完
成
後
の

「
明
治
九
」
の
受
取
り
と
、

横
浜

へ
の
回
航
の
指
揮
を
ブ
ラ
ウ
ン
に
指
令
し
た
も

の
で
、
文
中
、
同
船
を

「誓
思
ヨ

∽
〓
，
て
ｏ
ま
，

玉
営
Ｆ

（汽
船

・
明
治
丸
と

と
表
記
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
Ａ

・
Ｒ

・
ブ
ラ
ウ
ン
は
、
日
本
の
灯
台

視
察
船
の
先
駆
け
で
あ
る

「燈
明
丸
」
と

「
テ
ー
ボ

ー
ル
弓
す
き
ｑ
」
の
船
長
を

つ
と
め
た
人
物
で
あ
る
。

後
年
、
日
本
郵
船
の
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
、
草
創
期
の
日
本
海
運
界
で
活
躍
し
た
。

表
記
を
確
定
す
る
決
め
手
を
も
う

一
つ
。
１
８
７

５

（明
治
８
）
年
２
月
、
「
明
治
丸
」
が
横
浜
に
回

着
し
た
と
き
、
伊
藤
工
部
卿
が
太
政
大
臣
三
条
実
美

宛
に
提
出
し
た
届
書
が
あ
る
。
こ
の
文
書
で
は
、
「明

治
丸
」
を

「灯
台
巡
廻
用
蒸
気
船
」
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、灯
台
視
察
船
時
代
の
「
明
治
丸
」
は
、

「汽
船
」
と
表
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

小
笠
原
領
有
確
定
の
た
め
調
査
航
海

横
浜
回
着

の
年
の
１１
月
、
「
明
治
丸
」
は
小
笠
原

諸
島
の
領
有
確
定
の
た
め
、
調
査
団
を
乗
せ
て
現
地

へ
航
海
し
た
。
当
時
、
同
島
に
は
少
数
の
欧
米
系
人

が
定
住
し
て
お
り
、
領
有
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
で

あ
る
。
新
造
の

「明
治
丸
」
は
、
同
月
２．
日
に
横
浜

を
出
航
。
２４
日
朝
、
父
島
二
見
港
に
着
い
た
。

い
つ
ぼ
う
、
日
本
政
府
の
措
置
に
関
心
を
持

っ
た

英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
は
、
１
日
遅
れ
の
同
月
２２
日
、

横
浜
総
領
事
Ｒ

・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
を
砲
艦

「
カ
ー
リ

ュ
１

０
日
Ｆ
電
」
に
乗
せ
、
小
笠
原
に
向
か
わ
せ
た
。

排
水
量
約
８
０
０
ト
ン
。
ス
ク
リ
ユ
ー
推
進
の
木
造

艦
で
あ
る
。
二
見
港
に
着

い
た
の
は
、
２６
日
朝
。
「明

治
九
」
到
着
の
わ
ず
か
２
日
後
で
あ

っ
た
。

先
着
し
た

「明
治
丸
」
の
調
査
田

一
行
は
、
島
民

代
表
を
同
船
に
招
き
、
日
本
政
府
が
小
笠
原
諮
島
領

有
を
決
定
し
た
こ
と
を
伝
え
た
。
後
着
の
ロ
バ
ー
ト

ソ
ン
は
、
上
陸
し
て
日
本
調
査
団
と
会
見
し
た
が
、

領
有
問
題
を
持
ち
出
す
こ
と
は
な
か

っ
た
。

こ
の
調
査
を
も
と
に
準
備
が
進
み
、
翌
１
８
７
６

年
、
小
笠
原

へ
の
主
権
が
明
確
に
な

つ
た
。
日
本
は

現
在
、
世
界
第
６
位
の
広
大
な
領
海

・
排
他
的
経
済

水
域
を
確
保
し
て
い
る
が
、
そ
の
３
分
の
１
は
東
京

都
小
笠
原
村
に
属
し
て
い
る
。
小
笠
原
領
有
の
た
め
、

「明
治
丸
」
が
は
た
し
た
貢
献
は
計
り
し
れ
な
い
。

海

の
若

人

を

育

て

る

係

留

練

習

船

ヘ

小
笠
原
領
有
確
定
の
年
、
「
明
治
丸
」
は
明
治
天

皇
の
東
北
巡
幸
の
お
召
船
に
な

つ
た
。
客
室
設
備
が

優
れ
て
い
た
同
船
は
、
ロ
イ
ヤ
ル
ヨ
ッ
ト
の
性
格
を

併
せ
持

っ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。
青
森
で
ご
乗
船
。

函
館
を
経
由
し
、
７
月
２０
日
横
浜
に
安
着
。
こ
の
日

を
記
念
し
て
１
９
４
１

（昭
和
１６
）
年
に

「海
の
記

念
日
」
が
制
定
さ
れ
、
１
９
９
６

（平
成
８
）
年
に

国
民
の
祝
日

「海
の
日
」
と
な

っ
た
。

小
笠
原
航
海
の
約
２０
年
後

の
１
８
９
６

（明
治

２９
）
年
、
「明
治
丸
」
は
商
船
学
校

（東
京
海
洋
大

学
海
洋
工
学
部
の
前
身
）
に
移
管
さ
れ
た

（当
初
は

貸
与
）。
と
き
は
日
清
戦
争
後
の
海
運
発
展
期
で
あ

り
、
海
違
界
は
多
く
の
船
員
を
必
要
と
し
て
い
た
。

品
川
の
緒
明
造
船
所
で
、
３
楢
、
シ
ッ
プ
型
の
係

留
練
習
帆
船
に
改
造
さ
れ
た
。
係
留
場
は
当
初
、
隅

田
川
の
霊
岸
島
校
舎
沖
に
あ

つ
た
が
、
越
中
島
新
校

舎

へ
の
移
転
に
と
も
な
い
、
校
内
係
留
池
に
移
動
し

た

（戦
後
、
陸
上
固
定
）。
以
来
、
１
９
４
５

（昭

和
２０
）
年
ま
で
の
約
半
世
紀
、
５
千
余
人
の
海
の
若

人
が

「明
治
丸
」
か
ら
巣
立

っ
て
い
っ
た
。

１
９
７
８

（昭
和
５３
）
年
、
「
明
治
丸
」
は
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
さ
き
ご
ろ

平
成
の
大
規
模
修
復
工
事
が
終
了
し
、
シ
ッ
プ
型
帆

船
の
麗
姿
が
復
活
。
今
秋
か
ら
、
東
京
海
洋
大
学
越

中
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。
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